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開進第二中学校学校だより 令和７年度第４号（令和７年１０月１４日） 

 

 
 
 
 

よく考える人になろう・すすんで働く人になろう・ともに助け合う人になろう 

 

 

「活動の秋 自分の力で動き出す季節」 
 

0月3日（金）に行いました開二フェスティバル

には、多くの保護者の方にお出でいただきありが

とうございました。ホームページで様子を紹介して

いますので、ご覧になっていない方はご覧くださ

い。 

 

10月の全校朝会の校長の話を紹介します。 

10月に入り、暑かった日も少なくなって、少しず

つ涼しく感じるようになってきました。体を動かす

にも、何かに集中するにも、とてもいい季節です。 

よく「〇〇の秋」と言いますね。「読書の秋」「ス

ポーツの秋」「食欲の秋」など、いろいろあります

が、私はみなさんに「活動の秋」にしてほしいと思

っています。勉強でも部活動でも、学校行事でも、

やる気をもって取り組んでいきましょう。 

先週の金曜日に行われた開二フェスティバルで

は、まさに「文化の秋」にふさわしい発表がたくさ

んありました。 

午前の部では、3年生の修学旅行のまとめ発表、

海外派遣生徒の報告、そして茶道部・書道部の実

演、吹奏楽部の演奏、手話部の歌と手話がありまし

た。どれも工夫されていて、本当に素晴らしかった

です。 

午後は、各学年の合唱と全校合唱でした。学年が

上がるにつれて声に力があり、表現も豊かになって

いきましたね。そして全校合唱。400人近いみんな

がステージで歌う姿は、本当に感動的でした。あの

一体感、あの響きを、これからの学校生活でも大切

にしてほしいと思います。 

 

て、今日は少し変わった話を紹介します。 

テレビで見た、ある「うなぎ屋の主人」の言葉

です。お客さんが自分でうなぎを焼いて食べるお店

なのですが、そのとき主人がこう言っていました。 

 

「てめぇのうなぎは、てめぇで管理運営。」 

「他人のうなぎに茶々入れない。」 

「まぁ、ゆっくりやれや。」 

 

少し荒っぽい言葉ですが、私はこの言葉を聞いて

「いいな」と思いました。一つずつ考えてみましょ

う。 

「てめぇのうなぎは、てめぇで管理運営。」 

これは、「自分のことは自分の責任でやりなさい」

ということです。宿題や係の仕事、部活動でも、人

に任せきりにせず、自分の頭で考えて、自分の力で

動くことが大切です。あたりまえのようですが、こ

れを本当にできる人はそう多くありません。 

次に「他人のうなぎに茶々入れない。」 

“茶々を入れる”とは、他の人のやることに口を

出したり、冷やかしたりすることです。人の努力を

笑ったり、悪口を言ったりするより、まずは相手を

尊重すること。自分と他人を比べるのではなく、そ

れぞれの良さを認めることが大事です。 

そして最後の「まぁ、ゆっくりやれや。」 

焦らなくていい、自分のペースで進めばいい、と

いう意味だと思います。 

自分のことをきちんとやり、人を尊重しながら

も、無理をせず、自分のリズムで生きていく。それ

が一番長く続けられて、結局は一番いい結果につな

がるのではないでしょうか。 

うなぎ屋の主人の言葉は少し強めですが、その奥

には温かい気持ちがあると感じました。 

「自分のうなぎ＝自分の人生」は自分で焼く。け

れど、焦がしそうになったときは、人に助けを求め

てもいい。助けを借りながら、自分のペースでしっ

かり生きていけばいいと思います。 

 

みなさんも、「おいしい自分のうなぎ」を焼けるよ

うに、この秋、自分の力を少しずつ伸ばしていきま

しょう。 

 

校長 平野 茂 
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開二フェスティバル、ありがとうございました 
 

10/3(金)に練馬文化センターで行われまし

た開二フェスティバル。今回はのべ323名の

方にご来場いただきました。 

大舞台に立つという、非日常の経験を通し

て、準備の大切さ、挑戦する勇気、一生懸命

取り組むことの爽快感など、生徒たちは様々

なことを感じ、学び、成長したように思いま

す。生徒の感想は、各学年だよりに一部紹介

される予定です。そちらもご覧ください。今

後も多くの行事を通して生徒たちの成長を見

守ってまいります！ 

 

 

保護者連絡先の複数登録にご協力を！ 

 

☆緊急時、保護者に連絡がつかず… 

・お子様が体調不良等で早退が必要な際に帰

すことができない 

・お子様を病院に搬送した際、治療について

保護者の同意が必要な場合に連絡がつか

ず、治療が始められない 

・生徒個人カードに記載のご祖父母に連絡し

たところ、「遠方に住んでいるため、対応で

きない」と言われた 

といった、対応に苦慮する事態がこれまでに

発生しています。 

 

 

☆遅刻・欠席の際は… 

学校としましては、連絡がなく、8：25時

点でお子様の登校が確認できていないご家庭

には、学校に届けていただいている連絡先に

電話をし、お子様の状況を確認させていただ

いております。連絡が取れなかった際には、

緊急連絡先、お勤め先、家庭訪問などの順

で、お子様の当日の状況を確認しておりま

す。教育委員会からも指導を受けており、必

ず所在を確認するよう努めております。 

遅刻や欠席の際は8：25までに保護者から

ご連絡くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

※学校でお預かりしている連絡先の情報を整

理し、確認や追加の協力依頼をさせていた

だく場合がございます。ご多用の折とは存

じますが、お子様の安全確認のため、ご協

力くださいますようお願いいたします。 

 

現在、緊急連絡先として多くの方が

保護者の携帯電話番号を学校に届けて

いただいていますが、お仕事中であっ

ても必ずつながる連絡先を、できまし

たら複数お知らせくださいますようお

願いいたします。 

また、お勤め先などに連絡をさせて

いただく際にはご容赦いただき、ご対

応くださいますよう、重ねてお願いい

たします。 


